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＜小学校 理科 解説＞ 

 

 

１ 解説 

趣旨 

 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

(2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

      ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｲ) 金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動し

て全体が温まること。 

  ■評価の観点 

      知識・技能 

 

解答類型 

問題番号 解答類型 正答 
 

⑴ （正答の条件） 

・「ろうのとける様子で、熱の伝わり方が分かる」など、熱の伝わり方が確

認できるという趣旨で解答しているもの 

 

（正答例） 

・ろうのとける様子で、熱の伝わり方が分かるようにするため。 

１ 正答の条件を満たして記述しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

 

２ 学習指導に当たって 

 ○ 予想が確かめられた場合に得られる結果の見通しをもって実験を構想できるようにする 

   予想が確かめられた場合に得られる結果の見通しをもって実験を構想できるようにするため

には、既習の内容や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を立て、構想した実験方法が検証可

能かどうかを検討し、結果まで見通しをもつことが大切である。 

   指導に当たっては、例えば、実験を構想する際には、どのような予想を確かめたい実験なのか

を明確にし、実験方法の妥当性や得られる結果の見通し等を児童同士で検討する場面を設定し

たり、その内容を発表したりするなどの学習活動が考えられる。ものの温まり方を調べる実験

では、ろうや示温インク等を用いて熱の伝わり方を確認する方法がある。実験を構想する段階

で、ものが温まることと、ろうがとけることや示温インクの色の変化とを関係付けて、ものの温

まり方を目に見える形で確かめられることを理解できるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

金属の温まり方を確かめる方法を、ろうがとける様子と関係付けて構想し、その内容を記述で

きるかどうかをみる。 

設問 (1) 
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１ 解説 

趣旨 

 
 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

(2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

      イ 金属、水及び空気の性質について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、

金属、水及び空気の温度を変化させたときの体積や状態の変化、熱の伝わり方につ

いて、根拠のある予想や仮説を発想し、表現すること。 

  ■評価の観点 

      思考・判断・表現 
 

解答類型 

問題番号 解答類型 正答 
 

⑵ 

 

最
初
に
と
け
始
め
る
場
所 

１ ウと解答しているもの ◎ 

２ アと解答しているもの  

３ イと解答しているもの  

４ エと解答しているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
 

最
後
に
と
け
始
め
る
場
所 

１ イと解答しているもの ◎ 

２ アと解答しているもの  

３ ウと解答しているもの  

４ エと解答しているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

理
由
を
正
し
く
考
え
て
い
る
人 

１ ゆうとさんと解答しているもの ◎ 

２ さくらさんと解答しているもの  

３ はるなさんと解答しているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

 

２ 学習指導に当たって 

 ○ 学んだことを他の場面に適用できるようにする 

   学んだことを他の場面に適用できるようにするためには、既習の内容や生活経験と関係付け

て話し合う場を設定し、提示された場面を捉えることができるようにすることが大切である。 

金属は熱したところから順に温まることを、切りこみの入った金属の板の温まり方に適用

することができるかどうかをみる。 

設問 (2) 
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   指導に当たっては、本設問のように、実際に実験により確かめた金属の温まり方を基に、金属

の板の形を変えるとどのように温まるかを話し合い、明らかにする学習活動が考えられる。そ

の際、金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動して全体が

温まること、物によってその温まり方には違いがあること等の既習の内容や生活経験と関係付

けて、根拠をもって自分なりの考えを述べることが大切である。また、複数の実験結果を基に多

面的に考察することも大切である。 

 

 

 

 

 

１ 解説 

趣旨 

 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

(2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

      イ 金属、水及び空気の性質について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、

金属、水及び空気の温度を変化させたときの体積や状態の変化、熱の伝わり方につ

いて、根拠のある予想や仮説を発想し、表現すること。 

  ■評価の観点 

  思考・判断・表現 

 

解答類型 

問題番号 解答類型 正答 
 

⑶ 

 

 

１ 木で   ・ 伝わりにくい と解答しているもの ◎ 

２ 金ぞくで ・ 伝わりやすい と解答しているもの  

３ 金ぞくで ・ 伝わりにくい と解答しているもの  

４ 木で   ・ 伝わりやすい と解答しているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

 

 

 

 

１ 解説 

趣旨 

 
 

 

 

持ち手が木でできているへらについて、金属と木の熱の伝わりやすさの違いから、学んだ

ことを基に根拠のある予想を発想することができるかどうかをみる。 

設問 (3) 

手の熱を利用してアイスクリームを溶かしながら食べることができるスプーンについて、

熱の伝わりやすさの違いから分析し、その理由を記述することができるかどうかをみる。 

設問 (4) 
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■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

(2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

      イ 金属、水及び空気の性質について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、

金属、水及び空気の温度を変化させたときの体積や状態の変化、熱の伝わり方につ

いて、根拠のある予想や仮説を発想し、表現すること。 

  ■評価の観点 

  思考・判断・表現 

 

解答類型 

問題番号 解答類型 正答 
 

⑷ （正答の条件） 

・次の①、②の全てを記述している。 

①アルミニウムは、木やプラスチックよりも熱が伝わりやすいことを記

述している。 

②手の熱がスプーンを伝わりアイスクリームがとけることについて述べ

ている。 

 

（正答例） 

・アルミニウムは、木やプラスチックよりも熱が伝わりやすいので、手の

熱がスプーンに伝わって、こおったアイスクリームがとけてかん単にす

くうことができる。 

１ ①、②の全てを記述しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

 

２ 学習指導に当たって 

○ 学習を通して獲得した知識を日常生活に適用して考えることができるようにする 

   学習を通して獲得した知識を日常生活に適用して考えることができるようにするためには、主体

的な問題解決を通して獲得した知識を、日常生活と関係付けて図や模型、実際の道具等を用いて考

えたり、説明したりすることが大切である。 

   指導に当たっては、本設問のように、「持ち手が木でできたへら」や「熱伝導率が高い素材でで

きたアイスクリームスプーン」を提示し、熱の伝わりやすさを表す資料を基に、学んだことがどの

ように活用されているか話し合うなどの活動が考えられる。その際、持ち手が「金属のへら」と

「木のへら」、そして、「熱伝導率が高い素材でできたアイスクリームスプーン」と「木やプラスチ

ックのスプーン」を実際に手に取り、熱の伝わりやすさの違いについて比較する場面を設定する。

この体感を基にしながら、どのように熱が伝わるのかについて、既習の内容や生活経験と関係付け

て根拠のある予想を発想し、図や言葉等で表現しそれを基に話し合う学習活動が考えられる。 

   児童は、自然の事物・現象に進んで関わり、問題を見いだし、見通しをもって追究していく。追

究の過程では、自分の学習活動を振り返り、意味付けをしたり、身に付けた資質・能力を自覚した

りするとともに、再度自然の事物・現象や日常生活を見直し、学習内容を深く理解したり、新しい

問題を見いだしたりする。このような姿には、意欲的に自然の事物・現象に関わろうとする態度、

粘り強く問題解決しようとする態度、他者と関わりながら問題解決しようとする態度、学んだこと

を自然の事物・現象や日常生活に当てはめてみようとする態度等が表れている。小学校理科では、

このような態度の育成を目指していくことが大切である。 


